
金園山火事予防運動 |2月28日---3月6日|

' 月号

11・転出男8女11
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「森林は国土の宝」といわれるように，緑の山は，水資源の確

保や国土を災害から守る役目を果たして，わたしたちの生活を豊

かにしてくれます。

しかし，森林がこのような目的で利用できるまでには50年，� 100 

年という長い歳月が必要です。

ところが，ひとたび山火事が発生すると，こうしたホ歳月と資

金と労力、を費やした森林資源が一瞬のうちに灰になってしまい

ます。 こうした山火事を防ぐため，今年も，春の全国火災予防運

動 の 前半|週間(2 月 28 日 ~ 3 月 6 日)に，全国山火事予防運動

が行われます。

822わたしたちの暮らしに欠かせない貴重な森林を山

火事から守りましょう 。

町民のうごき:昭和57年 1月1日現在� 

世帯数� 1，952戸・人口男3，986女4，043計8，029・出生男3女4計7・死亡男3女2計5・転入男5女6計 計19
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昭和57年� 2月� 1日 カミ て〉 フ ら 第140号 (2) 

あ
い
さ

つ

厳
寒
の
み
ぎ
り
、
町
民
の
皆
様
に

は
い
よ
い
よ
ご
清
適
の
こ
と
と
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。

き
て
、
私
こ
と
、
こ
の
た
び
の
町

長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
町
民
の
皆

様
か
ら
絶
大
な
る
ご
支
持
ご
支
援
を

賜
わ
り
、
か
つ
て
な
い
無
投
票
当
選

と
い
う
栄
光
を
お
与
え
い
た
だ
き
、

心
か
ら
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
ひ
と
え
に
、
日
ご
ろ
か
ら
寄


せ
ら
れ
た
皆
様
が
た
の
ご
指
導
ご
援


助
の
賜
物
で
あ
り
ま
す
が
、
私
に
と


り
ま
し
て
は
、
こ
の
う
え
も
な
い
大


き
な
期
待
と
、
自
ら
の
資
任
の
重
大


さ
を
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り


ま
す
。


つ
き
ま
し
て
は
、
二
期
目
の
町
政


を
お
預
か
り
す
る
に
当
た
り
、
所
信


の
一
端
を
申
し
述
べ
、
皆
掛
僚
が
た
の


相
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
と
ご
協
力
を
心


か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。


ま
ず
私
は
、
①
傭
ら
な
い
行
政
②

思
い
や
り
の
あ
る
行
政
③
責
任
の
あ

る
行
政
、
を
政
治
信
条
と
し
て
、
次

夫

町長

義

勝 浦

桜 木

の
公
約
を
笑
現
す
る
た
め
全
力
を
挙

げ
る
決
意
で
あ
り
ま
す
。

公

約

一
、
地
域
産
業
の
振
興

付
農
村
総
合
盤
備
モ
デ
ル
事
業
、

農
村
地
域
定
住
促
進
対
策
事
業
、

県
営
畑
地
借
総
合
土
地
改
良
事

業
お
よ
び
県
営
か
ん
が
い
排
水

事
業
の
促
進
と
、
新
農
業
構
造

改
普
事
事
並
び
に
、
森
林
総
合

覧
備
事
業
に
よ
る
土
地
の
高
度

利
用
、
更
に
み
か
ん

の
衆
凍
害

対
策
事
業
に
よ
る
柑
橘
類
を
中

心
と
し
た
複
合
経
営
の
定
着
を

促
進
し
、
農
家
経
済
の
安
定
を

図
り
ま
す
。

同

商
工
業
の
振
興
中
高
年
向

き
の
工
場
誘
致
に
よ
り
働
く
場

所
の
確
保
と
瞬
間
丹
力
の
増
強
に

努
め
な
が
ら
、
間
庖
街
の
務
備

計
画
の
策
定
と
そ
の
実
現
を
図

り
ま
す
。

二
、
教
育
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興

村

生

比
奈
小
学
校
の
改
築
と
生

比
奈
・
横
瀬
間
小
学
校
に
幼
稚

闘
を
設
置
し
、
幼
児
教
育
の
推

進
と
学
校
施
設
を
充
実
し
ま
す
。

口

社

会

総
合
大
学
の
鉱
充
を
図

る
な
ど
町
民
の
生
涯
教
育
の
推

進
に
努
め
、
更
に
青
少
年
の
健

全
育
成
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。

日

同

和
教
育
の
深
微
を
期
し
、

特
に
み
ん
な
て
取
り
組
む
社
会

同
和
教
育
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

同
町
民
総
合
休
育
館
の
新
設
、

地
域
集
会
施
設
の
改
築
に
よ
っ

て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
の
拠

点
を
盤
備
し
ま
す
。

国

婦

人
の
研
修
、
高
齢
者
対
策

と
し
て
「
婦
人
の
家
」
の
建
設

と
そ
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

三
、
社
会
福
祉
の
充
実

付

高

齢
化
社
会
へ
の
対
応
の
た

め
特
別
養
緩
老
人
ホ 

ム
の
新

設
と
、
生
き
が
い
対
策
と
し
て

健
康
広
場
、
生
き
が
い
牒
図
な

ど
の
実
現
に
努
め
ま
す
。

口

母

子

、
父
子
、
身
体
障
害
者


等
社
会
的
に
弱
い
立
場
の
人
た


ち
の
福
祉
を
増
進
す
る
た
め
、


地
域
の
連
帯
感
を
高
め
、
き
め


細
か
な
心
の
福
祉
の
充
実
に
努


め
ま
す
。

l


臼
花
嫁
花
婿
対
策
と
し
て
花
嫁


銀
行
の
充
笑
に
カ
を
注
ぎ
ま
す
。


回
、
生
活
環
境
の
整
備


付

道

路
交
通
網
の
繋
備

主
要

町
道
は
拡
幅
改
良
を
重
点
に
整

備
し
、
県
道
徳
島
上
那
賀
線
の

坂
本
パ
イ
バ
ス
、
勝
浦
町
羽
ノ
浦

線
バ
イ
パ
ス
の
早
期
実
現
と
微

減
備
の
架
け
替
え
、
並
び
に
勝

浦
大
井
仙
酬
の
開
通
に
積
極
的
に

取
り
組
み
ま
す
。

白

河
川
の
改
修
勝
浦
川
の
改

修
計
画
に
よ
っ
て
抜
本
的
な
改

修
に
努
め
ま
す
。

町
内
の
小
規
模
河
川
は
坂
本
、

沼
江
、
掛
谷
谷
川
の
改
修
と
久

国
谷
川
の
改
修
を
促
進
し
ま
す
。

国

給
排
水
施
設
の
盤
備
会
町

的
な
水
利
用
計
画
を
策
定
し
水

道
施
設
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

農
業
用
排
水
路
、
集
落
排
水

路
の
盤
備
を
促
進
し
ま
す
。

同

保
健
衛
生
対
策
地
域
ぐ
る

み
の
保
健
衛
生
活
動
を
促
進
し

予
防
医
療
の
徹
底
に
カ
を
注
ぎ

ま
す
。

国
公
営
住
宅
の
特
設

町
営
と

県
営
住
宅
の
建
設
に
よ

っ
て、

住
宅
難
の
解
消
と
人
口
増
加
に

よ
る
町
勢
の
伸
展
に
努
め
ま
す
。

以
上
四
項
目
を
施
策
の
柱
に
掲
げ
、

初
心
に
返
り
、
豊
か
で
住
み
よ
い
活

力
の
あ
る
ま
ち
勝
浦
町
の
笑
現
に
向

か
っ
て
全
力
を
挙
げ
取
り
組
む
決
意

で
あ
り
ま
す
。

ど
う
か
、
」
の
?
え
と
も
の
ご
支
持
、

ご
支
媛
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
皆
械
が
た
の
こ
健
康
と
ご

多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

し
て
、
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

町
長
・
議
会
議
員
補
欠
選
挙

町
長
選
は
無
投
票
で
桜
木
氏

補
欠
選
挙
は
岡
本
氏
が
当
選

勝
浦
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
の
投

惑
が
一
月
十
七
日
、
午
前
七
時
か
ら

町
内
八
か
所
の
投
票
所
で
い

っ
せ
い

に
行
わ
れ
、
同
日
午
後
八
時
か
ら
伎岡本栄一氏

民
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
則
日
開
票
の
結

果
、
岡
本
栄
一
氏

1
横
瀬
(
四
十
六

歳
)
が
当
選
。

一
月
十
八
日
に
桜
木

氏
と
岡
本
氏
に
当
選
証
書
が
交
付
さ

れ
ま
し
た
。

¥， 
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税
の
申
告
は
忘
れ
ず
に


r¥ 

F¥ 

昭和57年度住民税申告相談日程表

期
限
は 
2
月
刊
日 
;
3
月
刊
日 

表
彰
お
め
で
と
う


消防出初式


昭
和
五
十
七
年
勝

浦
町
消
防
団
出
初
式

が
、
一
月
十
五
日
勝

浦
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
行
わ
れ
、
次
の

か
た
が
た
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。(倣

称
略

)

分
団
)
、
宮
本
征
洋
(
第
九
分
団 
)、国

消
一
治
(
本
部
機
動
隊
)

会
勝
浦
地
方
分
会
長
表
彰

湯
浅
正
(
第
一
分
団
)
、

維
野
勝
美

(
第
二
分
団
)
、
畑
名
耕
造 

(第
三
分

団
)
、
泉
統
鮮 

(第
四
分
団
)、
松
田
豊 

(第
五
分
団 
)
、
平
間
和
弘
(
第
六
分

団
)
、
戸
川
幹
雄
(
第
七
分
団
)
、
野
上

忠
(
第
八
分
団
、)
梅
山
勝
義

(第
九

分
団
)
、
今
川
和
人

(本
部
機
動
隊 
) 

昭
和
五
十
七
年
度
住
民
税 

(
県
町

民
税 
)
の
申
告
受
け
付
け
と
納
税
相

談
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
か
ら
、

必
ず
期
限
内
に
済
ま
せ
て
く
だ
き
い
。

申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

町
内
に
住
所
が
あ
り
、
昭
和
五

十
六
年
中
二
月
一
日
か
ら
十
二

月
三
十
一
日
ま
で
)
に
所
得
が
あ

っ
た
人
で
、
所
得
税
の
か
か
ら
な

か
っ
た
人

給
与
所
得
者
で
、
昨
年
中
に
給

与
以
外
の
所
得
が
あ

っ
た
人

申
告
し
な
く
て
よ
い
人

昭
和
五
十
七
年

一
月
一
日
現
在

に
生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る
人

V V

申管d縦~ta=;>~/5a芝. 

提
出
し
た
人
)

申
告
に
必
要
な
も
の

印
鑑

・
会
計
帳
簿
・
収
支
の
証
拠

書
類
・
生
命
保
険
料
な
ど
の
証
明
書
・

身
休
障
害
者
手
帳

・
医
療
費
領
収
証
、

そ
の
他
申
告
に
必
要
な
書
類
。

注

意

期
限
内
に
申
告
さ
れ
な
い
と
き
は
、

税
務
署
や
町
に
お
い
て
所
得
を
決
定

し
ま
す
。

こ
の
場
合
、
所
得
往
除
が

受
け
ら
れ
な
か
っ
た
り
不
申
告
加
算

給
与
所
得
の
み
で
、
雇
主
か
ら

税
が
追
徴
さ
れ
た
り
し
ま
す
か
ら
、

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
が
あ

っ

必
ず
期
限
内
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

た
人青

色
事
業
主
(
青
色
決
算
舎
を

カ
知
事
表
彰

中

西

昭

文 

(第
一
分
団
)

会
徳
島
県
消
防
協
会
長
表
髭

功

績

章

勝
浦
町
消
防
団
長
表
彫

機

野

架

市

(第
九
分
団 
)

糟

繊

章

中
西
昭
文

(
第
一
分
団
)
、
宮
本
克

久
(
第
二
分
団
)
、
鶴
居
姦
昭

(
第
三

一
月
十
五
日
に
行
わ
れ
た
出
初
式
で

A
M

戸
田
敏
明 
(第
一
分
団
)
、
高
山
崎

月日(a面目) 該当地区�  I場 所 時間�  

2 .1 6 (火) 全� IIrrH汀 役 実勢
午目ij911寺から
午後4時まで� 

17 (7j() 沼江 ・石原 石原センター 11 

19幽 山西持卜 生� i七奈農協 11 

22 (月) 生 名� H汀 {生 士暴 11 

24附 久 国 町l 1生 場� 1/ 

26幽 棚� ~. 町� f主 場� 1/ 

3. lt月) メ寸入 山 今山センター 11 

3(村 中角・黒岩 中角センター� 1/ 

5~封 星� T壬 昼谷公会堂�  1/ 

8 (月) iや� ilJ 中山公会堂�  1/ 

9 (火) |筑 神R 勝浦町撲協�  1/ 

印刷 与 川�  |λl
勝浦町農協�  

与川内事業所� 
1/ 

11休) 』反 本
勝浦町 �  j長協�  

坂本事業所�  
1/ 

12幽� J反 本� I反本区民集会所� 1/ 

15例) 全 町� UIT ィ主 士易� 1/ 

行
(
第
二
分
団
)
、
向
井
治
(
第
三
分

間
)
、
前
回
幸
三
(
第
四
分
団
)
、
渡
武

士
口
(
第
五
分
団
)
、

川
端
雅
夫
(
第
六

分
団
)
、
戸
村
勉
、
花
一房
芳
樹
(
以
上

第
七
分
団
)
、
宮
島
信
一
(
第
八
分
団
)

西
野
菊
男 
(第
九
分
団
)
、
戸
川
茂

一

(
本
部
機
動
隊 
) 

~....... ..-..-..，.一日~一一一一....'-----，-.，..，.寸
 

2月定例人権・行政� j 

j合同心配ごと相談� ) 

( *日時  2月5日(金〉� 

{ 午前10時~午後3時� j

*場所 住民福祉センタ� l 
し〔ー
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税
に
関
す
る
作
文


幕
府
や
各
務
の
勢
力
の
強
化
、
家
来

た
ち
へ
の
奉
禄
も
と
武
士
た
ち
だ
け

の
た
め
に
使
わ
れ
、

態
民
た
ち
に
は

何
の
利
援
も
も
た
ら
さ
な
か

っ
た
。

そ
れ
に
比
べ
る
と
、
現
在
の
わ
れ

わ
れ
は
幸
せ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

現
在
の
税
は
、
江
戸
時
代
の
よ
う
に

一
部
の
限
ら
れ
た
人
た
ち
だ
け
の
た

め
に
使
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
何
ら

か
の
形
で
わ
れ
わ
れ
の
身
の
回
り
に

返
っ
て
く
る
。
ま
た
、
い
く
ら
税
金

が
高
い
と
い

っ
て
も
、
そ
の
こ
ろ
に

比
べ
れ
ば
安
い
も
の
で
あ
る
。

脱
税
を
し
て
少
し
で
も
得
を
し
よ

う
と
す
る
人
の
心
の
中
に
は
、
自
分

ご
み
の
始
末
は

わ
た
し
は
、
ゴ
ミ
集
収
場
所
近
く

で
生
活
し
て

い
る
も
の
で
す
。
最
近

ゴ
ミ
の
出
し
方
が
非
常
に
惑
い
よ
う

ま
た
ビ
|
ル
び
ん
、
酒
び
ん
、
ジ

ュ
ー
ス
の
ひ
ん
な
ど
勝
入
業
者
へ
持

っ
て
行
け
ば
引
き
取
り
を
し
て
く
れ

る
物
も
多
く
見
ら
れ
、
こ
れ
は
も

っ

た
い
な
い
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
点
は
、
み
ん
な
一
人

ひ
と
り
が
気
を
つ
け
れ
ば
解
決
で
き

る
よ
う
に
患
い
ま
す
。
先
般
配
付
し

て
い
た
だ
い
た
チ
ラ
シ
を
よ
く
読
ん

で
、
み
ん
な
が
収
集
し
て
い
る
人
、

処
理
を
し
て
い
る
人
の
気
持
ち
に
な

っ
て
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

〈
勝
浦
町
民

〉

勝
浦
会
館
二
月
行
事

4
日
附
踊
リ
教
室

5
日
掛
生
花
教
室

6
日
出
音
頭
教
室

8
日
開
勝
浦
同
和
問
題
研
究
会
定

例
会


叩
日
附
手
芸
教
室


日
日 

ω
音
頭
教
室


日
日
同
踊
リ
教
室


初
日
出
生
花
教
室

・
音
頭
教
室
 

2
日
間
民
話
教
室


日
附
手
芸
教
室

(
孟
ノ
木

・
五

十
回
公
会
堂 
)


回
日
附
踊
り
教
室


日
出

音

頭

教

室


生
花
教
室
は
午
後
七
時
三
十
分
、


音
頭
教
室
は
午
後
七
時
か
ら
、
そ
の

他
の
教
室
は
午
後
八
時
か
ら
開
講
し

ま
す
。
時
間
に
遮
れ
な
い
よ
う
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

U M

A
子
よ
り

一
人
が
幸
せ
に
な
れ
ば
そ
れ
で
い
い

入選作
から

と
い
う
気
持
ち
が
潜
ん
で
い
る
の
だ

ろ
う
、
と
は
く
は
思
う
。

も
う
自
分
だ
け
の
幸
福
を
考
え
る

納
税
。
そ
れ
は
、
豊
か
で
幸
福
な

社
会
生
活
を
送
る
た
め
に
は
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
道
路

工
事
、
校
舎
の
建
設
、
下
水
道
の
盤

備
な
ど
、
税
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
仕

事
は
計
り
知
れ
な
い
。
し
か
も
、
す

べ
て
わ
れ
わ
れ
の
日
常
生
活
に
役
立

つ
も
の
で
あ
る
。

そ
の
中
の

一
例
と
し
て
、
福
祉
に

つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

現
在
で
も
、
世
界
の
至
る
所
に
飢

え
に
耐
え
、
不
安
な
日
々
を
送

っ
て

い
る
人
た
ち
が
数
多
く
い
る
。
極
端

な
栄
養
障
害
の
た
め
、
手
足
の
自
由

の
利
か
な
い

子
供
た
ち
も
少
な
く
な

勺
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
人
々
を
受

け
入
れ
る
国
の
福
祉
の
制
度
は
無
い

に
等
し
い
。

今
の
わ
れ
わ
れ
か
ら
は
想
像
し
が

た
い
光
景
か
も
知
れ
な
い
。
日
本
は

高
度
経
済
成
長
を
成
し
遂
げ
、
諸
外

国
か
ら
は
「
経
済
大
国
」
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
り
、
福
祉
の
制
度
も
か

納税について

!傍浦中学校 3年

高田義

な
り
整
ヮ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
だ

が
、
欧
米
の
国
々
と
比
較
す
れ
ば
ま

だ
ま
だ
て
あ
る
。

日
本
も
一
日
も
早
く
、
欧
米
の
福

祉
の
水
準
に
追
い
つ
き
、
人
々
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
作
ら
ね
ば

な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
税
は
必
要

で
あ
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
脱
税
を

す
る
人
は
後
を
絶
た
な
い

。
だ
れ
し

も
豊
か
で
幸
福
な
生
活
を
望
ん
で
い

る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
で

は
「
正
直
者
か
ば
か
を
見
る
」
と
い

う
、
税
に
対
す
る
誤
っ
た
考
え
は
消

え
な
い
。

三
百
年
ほ
ど
#
固
め
江
戸
時
代
、
税

は
年
貢
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
四
公
六

民
と
か
五
公
五
民
と
い
う
制
度
が
あ

っ
て
、
農
民
た
ち
が
汗
水
流
し
て
作

っ
た
米
は
、
そ
の
半
分
近
く
を
年
貢

と
し
て
支
配
者
で
あ
る
武
士
た
ち
に

納
め
な
く
て
は
な
ら
な
か

っ
た
。

段
民
た
ち
の
納
め
た
年
賞
米
は
、

時
代
は
終
わ

っ
た
の
だ
。
こ
れ
か
ら

は
す
べ
て
の
人
々
の
幸
福
を
考
え
な

く
て
は
な
ら
な
い
。

ぼ
く
も
、
い
ず
れ
は
社
会
へ
出
て

税
を
納
め
る
立
場
に
立
つ
だ
ろ
う
。

そ
の
と
き
に
は
す
べ
て
の
人
々
が
、

義
務
的
な
意
識
に
捕
わ
れ
ず
に
「
自

分
は
明
る
く
幸
せ
な
世
の
中
を
作
る

た
め
に
税
を
納
め
る
の
だ
」
と
い
う

誇
り
と
自
信
を
持
て
る
よ
う
な
社
会

を
つ
く
る
た
め
に
努
力
し
た
い
。

ま
ず
家
庭
か
ら

に
感
じ
、
町
内
各
所
を
巡
回
し
て
み

ま
し
炉
、

そ
し
て
感
じ
た
こ
と
は

ゴ
ミ
袋
に
氏
名
が
替
か
れ
て
い

な
し 

が
多
く
な

っ
た 

Z

234

ゴ
ミ
の

集
収
場
所
に
袋
に
入

っ
て
い
な

い
ゴ
ミ
が
散
乱
し
て
い
た

、
コ
ミ
の
選
別
が
正
し
く
で
き
て

な
い

収
場

集

所
は
み
ん
な

主L
;家

膏
袋

1
燃
え
る
物 

(炊
事
雑
飯
は

よ
く
水
を
き

っ
て
出
す 
)

赤
袋

1
プ
ラ
ス
チ
ソ
ク
類
を
入
れ

L

る
。

白
袋
1
燃
え
な
い
物 

(
ガ
ラ
ス
、

カ
ラ
ツ
な
ど 
)

¥ー

¥一
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(5) 第140号� 1う込 つ ら 昭和57年� 2月 1日ーコ� 

家庭教育

シリーズ� 
⑨ 

物
や
お
金
を

大
切
に
す
る
教
育

( 、

昨
年
末
、
本
町
に
お
け
る
三
世
代

の
意
識
調
査
を
し
ま
し
た
が
、
そ
の

中
の

「
現
代
青
少
年
の
欠
点
は
何
か
」

と
い
う
質
問
に
対
し
、
高
齢
者
や
婦

人
の
答
、
え
は
「
お
金
や
物
を
大
切
に

し
な
い
」
が
一
番
多
く
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
ひ
き
か
え
青
年
の
答
、
え
は
三

番
目
で
半
数
以
下
で
し
た
。

こ
の
ご
ろ
は
お
金
の
流
通
も
よ
く
、

物
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で

「
お
金
や

物
を
大
切
に
す
る
教
育
」
が
忘
れ
ら

れ
が
ち
で
す
。

し
か
し
、
お
金
は
子
供
が
悪
い
使

い
方
を
す
る
と
非
行
に
つ
な
が
り
、

そ
れ
を
得
る
方
法
や
手
段
を
誤
る
と

犯
罪
を
犯
す
、
」
と
に
な
る
恐
ろ
し
い

も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
親
は
考
、
え
る

必
要
が
あ
り
、
お
金
や
物
を
大
切
に

す
る
し
つ
け
を
強
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

で
は
、
こ
の
「
お
金
や
物
を
大
切

に
す
る
子
ど
も
」
を
育
て
る
に
は
ど

う
す
れ
ば
よ
い
か
に
つ
い
て
考
え
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
ま
ず
、
親
が
日
常
の
生
活
の
中

で
お
金
や
物
を
大
切
に
す
る
姿
を

子
供
に
見
せ
、
お
手
本
を
一示
す
こ

と
で
す
。

②
お
金
を
得
る
た
め
に
親
が
ど
れ

ほ
ど
苦
労
し
て
い
る
か
に
つ
い
て

昭和56年度
畑総農道賦課金(負担金)の納付

¥ 

O

l

l
l

1.賦課金通知害送付

昭和57年� 2月16日� 

2.納付期限

昭和57年� 2月16日-3月13日

マ
と
こ
ろ
高
松
市
丸
ノ
内
一
�
 番

等
学
校
(
普
通
科
コ
�
 
ス
)
・
高
等
学

地
一大

和
生
命
高
松
ビ
ル

5
階
�
 

電
話

0
8
7
8
②
5
0
0
5
 

マ
相
談
日
�
 毎
逃
月

・
水

・
金
峨
日

一ニ六� 

交
通
事
故
の
紛
争
で

困
っ
て
い
る
か
た
へ

財
団
法
人
交
通
事
故
紛
争
処
理
セ

ン
タ
ー
で
は
、
交
通
事
故
の
賠
償
や

保
険
の
紛
争
で
闘
っ
て
い
る
か
た
の

た
め
に
、
当
紛
争
処
理
セ
ン
タ
ー
の

嘱
託
弁
明
暗
士
が
公
正
、
中
立
の
立
場

で
相
談
に
応
じ
、
和
解
の
斡
旋
ま
で

し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

で
す
が
、
事
前
に
電
話

電
話

学
園
案
内
係

0
4
2
5
⑫
3
1
5
1
 

3.納付方法

勝浦土地改良区事務局まで持参するか

勝浦町農協，生比奈良↑仏阿波銀行勝浦

';li';IN I 支庖の勝浦土地改良区預金口座に振り込
※
高
等
学
校
教
養
コ
�
 
l
ス

学
閣
で
は
、
通
信
教
育
の

N

H
K

、
ま
た
法
ハ
ガ
キ
に
高

N
 H

K

あ� H 曙| みくださるようお願いします。

な五|家| ※納付期限を過ぎて納付すれば督促手数料

た子|育| と年14.6ノマ一セントの延滞金を徴収する

も璽山 ことになります。
占!:6� (" づー、.
習

※くわしくは，改良区事務局か各農道代表

者までお問い合わせてください。

を� くl勝浦土地改良区〉

台
ニ
�
 

N
H
K

理
解
さ
せ
、
お
金
の
価
値
を
知
ら

せ
る
こ
と
で
す
。

③
物
が
作
ら
れ
る
に
は
ど
れ
だ
け

多
く
の
人
た
ち
の
努
力
が
必
要
で

あ
る
か
に
つ
い
て
教
え
、
物
を
利

用
す
る
と
き
、
あ
り
が
と
う
と
感

謝
す
る
習
慣
を
養
う
こ
と
で
す
。

④

お

金

や

物
を
大
切
に
す
る
と
い

う
こ
と
は
、
そ
ま
つ
に
し
な
い

・

無
駄
を
な
く
す
る
・
有
効
に
活
用

す
る

・
て
い
ね
い
に
扱
う
こ
と
で

あ
る
こ
と
を
教
え
る
。

⑤

す

ぐ

新
し
い
物
を
買
い
与
、える

こ
と
を
し
な
い
で
、
親
の
使

っ
た

物
、
兄
弟
が
使
っ
た
物
を
使
う
こ

と
を
す
す
め
る
。

⑥
共
稼
ぎ
の
た
め
に
親
が
子
供
の

そ
ば
に
い
て
や
れ
な
い
か
ら
と
い

っ
て
、
こ
づ
か
い
を
多
く
や
る
よ

う
な
こ
と
は
し
な
い
。

⑦
子
供
が
お
金
を
欲
し
が
っ
て
も

す
ぐ
与
、
え
な
い
で
使
途
を
十
分
確

か
め
た
う
え
で
与
え
る
よ
う
に
し
、

不
必
要
な
物
、
ぜ
い
た
く
な
物
は

買
わ
せ
な
い
。

③
親
は
子
供
の
欲
し
が
る
も
の
を

無
理
し
て
で
も
与
え
て
い
る
か
ら
、

親
は
お
金
を
た
く
さ
ん
持
っ
て
い

る
と
思
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
と
き

に
は
家
計
の
現
状
を
見
せ
る
な
ど

非
行
を
防
ご
う


友
だ
ち
が


変
わ
っ
た
ら


要
注
意


し
て
、
家
計
に
お
け
る
親
の
苦
し

み
を
知
ら
せ
る
。
無
い
の
に
有
る

よ
う
に
み
、
え
を
は
ら
な
い
。

⑨

子

供
に
与
、
え
た
こ
づ
か
い
に
つ

い
て
は
、
こ
づ
か
い
帳
を
つ
け
さ

せ
、
計
画
的
に
使
う
と
共
に
貯
金

す
る
よ
う
指
渇
す
る
。

⑬
た
と
、
ぇ
兄
弟
同
志
で
あ

っ
て
も

か
つ
て
に
借
り
た
り
、
そ
ま
つ
に

使
っ
た
り
し
な
い
よ
う
に
し
つ
け
、

自
分
の
物
は
も
ち
ろ
ん
他
人
の
物

も
大
切
に
す
る
習
慣
を
つ
け
、
借

り
た
物
を
返
す
と
き
に
は
、
必
ず

「
あ
り
が
と
う
」
と
い
っ
て
返
さ

せ
る
。

以
上
十
項
目
述
べ
ま
し
た
が
、
要

す
る
に
、
日
常
の
親
の
お
金
や
物
の

使
い
方
、
子
供
へ
の
お
金
や
物
の
与

え
方
に
問
題
が
あ
り
ま
す
。
よ
く
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。
�
 

費
用
は
一
切
無
料
で
す
。

生
徒

・
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

※
高
等
学
校
普
通
科
コ

1
ス

※
社
会
通
信
講
座
(
書
道

・
簿
記
な

ど
十
一
講
座
三
十
五
コ
ー
ス

)

く
わ
し
い
案
内
書
を
ご
希
望
の
か

た
は

校
(
教
養
コ
�
 
ス
)
・
社
会
通
信
講
座

別
を
記
入
の
う
、
え
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

(
案
内
書

・
送
料
は
無
料
)

干

一
八
六
東
京
都
国
立
市
富
士
見
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昭和� 57年� 2月� 1日 カ為 ーコ つ ら 第� 140号 (6) 

譲歩
同
和
問
題
を
正
し
く
理
解
す
る
ま
で

に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
昭
和
四

十
四
年
に
同
和
対
策
事
業
特
別
措
置

法
が
施
行
さ
れ
て
よ
り
、
同
和
教
育

は
全
国
的
な
も
の
と
し
て
発
展
を
続

教関
育和
を間
受題�  
1'1"

強宅なくそう部落差別
1こ

明
治
五
年
に
学
制

が
し
か
れ
て
か
ら
、

百
十
余
年
が
経
過
し

ま
し
た
。
わ
た
し
た

ち
大
人
の
ほ
と
ん
ど

が
、
学
校
教
育
の
中

で
、
正
し
く
同
和
問

題
に
つ
い
て
学
習
し

て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

社
会
意
識
と
し
て
存

在
す
る
差
別
意
識
が

い
ま
だ
に
残
っ
て
い

る
要
因
の
一
つ
に
な

っ
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

戦
後
、
新
車思
法
が

制
定
さ
れ
、
自
由
・

平
等
に
基
づ
く
人
権

思
想
が
普
及
し
て
き

ま
し
だ
け
れ
ど
も
、

なっ
カ、� L、� 

9 て
た正�  

L 
L、 警

え
方
を
す
る
よ
う
巴
な
っ
涯
の
か


昭
和
四
十
年
の
同
和
対
策
審
議
会

差行
男。政
をの
残取
し 、りぜ
て組-
ei み
たの�  

.弱
さ
カマ

せ
ん
。

向
か

っ
て
努
力
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

け
、
義
務
教
育
の
段
階
に
お
い
て
も

昭
和
四
十
八
年
度
よ
り
教
科
書
に
同

和
問
題
が
記
述
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

従

っ
て
、
現
代
の
子
供
た
ち
は
同

和
問
題
を
正
し
く
認
識
す
る
教
育
を

受
け
、
差
別
を
し
な
い
、
き
せ
な
い
、

許
き
な
い
人
間
に
育

っ
て
い
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
大
人
も
、
正
し
い
教

育
を
受
け
な
か
っ
た
と
か
、
誤

っ
た

知
り
方
を
さ
せ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と

で
な
く
、
自
ら
の
責
任
に
お
い
て
正

し
く
認
識
し
、
同
和
問
題
の
解
決
に

し
か
し
、
明
治
以
降
、
同
和
対
策

¥J 

事
業
特
別
措
置
法
制
定
ま
で
の
国
の

と
っ
た
施
策
は
、
そ
の
場
を
つ
く
ろ

う
よ
う
な
糊
塗
的
な
事
業
に
終
わ
り

部
落
を
完
全
に
解
放
す
る
も
の
に
は

結
び
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

例
え
ば
、
昭
和
二
十
六
年
大
衆
雑

誌

『
オ 

ル
ロ
マ
ン
ス
』
十
月
号
に
、

京
都
市
九
条
保
健
所
の
あ
る
職
員
に

よ
る
「
特
殊
部
落
」
と
い
う
差
別
意

識
丸
出
し
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
ま
し

た
。内

容
は
「
モ
デ
ル
に
し
た 

部
落

に
は
、
不
良
住
宅
が
多
く
、
水
道
も

共
同
利
用
が
ほ
と
ん
ど
で
、
道
ら
し

い
道
も
、
下
水
溝
ら
し
い
下
水
溝
も

な
い

」
と
い
っ
た
部
落
の
低
位
性
を
、

興
味
本
位
に
誇
張
し
て
書
き
な
ら
べ

た
も
の
で
、
社
会
的
に
は
か
り
し
れ

な
い
差
別
観
念
を
生
み
出
し
た
の
で

す
。部

落
解
放
全
国
委
員
会
京
都
府
連


合
会
は
、
こ
の
雑
誌
を
京
都
市
長
に


l

A

O O O

(
次
ペ
ー
ジ
へ

同
期
制
問
題
巴
つ
い
て
怠
ぜ
誤
つ
定
見
方
提

示
し
て
話
し
合
い
を
始
め
ま
し
た
。


〈
差
別
者
は
誰
か
〉


「
こ
れ
は
け
し
か
ら
ん
。
さ

っ
そ


く
そ
の
職
員
を
や
め
さ
せ
ま
し
ょ
う
」


「
い
や
、
わ
た
し
た
ち
は
、
こ
れ

を
書

い
た
職
員
を
や
め
さ
せ
よ
と
、

抗
議
し
に
来
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

く下〉

「
市
内
で
家
庭
に
専
用
水
道
の

ほ
と
ん
ど
な
い
町
は
」 

「各
戸
に
便
所
が
な
く
、
共
同

で
使

っ
て
い
る
町
は
」 

O

「不
良
住
宅
が
建
て
込
ん
で
い

る
町
は
」 

「
長
欠
児
童
・
生
徒
が
た
く
さ

ん
い
る
町
は
」

¥、-

は
」

「
ト
ラ
ホ
ー
ム
や
、
結
核
患
者

の
多
い
町
は
」

「
い
か
が
で
す
か
。
赤
丸
で
固
ま

れ
た
町
や
、
区
域
は
、
市
内
の
な
ん

と
い
う
町
で
、
ど
ん
な
区
域
で
す
か
」

七
重
八
重
の
赤
丸
が
書
き
込
ま
れ

た
の
は
、
市
内
七
か
所
の
被
差
別
部

落
だ
け
で
し
た
。

手
持
ち
ぶ
さ
た
げ
に
し
て
い
た
消

防
長
が
一吉
い
ま
し
た
。

「
わ
た
し
の
受
け
持
ち
は
あ
て
は

ま
り
ま
せ
ん
ね
。
う
ち
は
火
事
が
起

こ
れ
ば
、
と
こ
と
い
う
区
別
な
く
駆

け
つ
け
て
い
ま
す
か
ら
:

」

「
い
や
、
消
防
長
に
来
て
も
ら
っ

た
の
は
そ
こ
で
す
よ
。
な
る
ほ
ど
火

事
が
起
こ
れ
ば
消
防
車
は
走
る
で
し

ょ
う
が
、
京
都
市
内
で
消
防
車
が
入

れ
な
い
町
は
ど
こ
で
し
ょ
う
か
。
丸

で
閤
ん
で
く
だ
さ
い

結
局
、
市
内
の
部
落
だ
け
が
赤
丸


で
阻
ま
れ
ま
し
た
。


こ
れ
で
消
防
長
だ
け
で
な
く
、
行


政
の
責
任
者
は
み
な
「
な
る
ほ
ど

」


と
う
な
ず
か
な
い
て
は
い
ら
れ
ま
せ


ん
で
し
た
。


〈
公
平
な
行
政
と
は
〉

「市
長
さ
ん
、
こ
れ
ら
の
部
落
の

住
民
も
市
民
で
す
ね
。
市
民
で
あ
れ

ば
、
京
都
市
民
と
し
て
平
等
に
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
権
利
が
あ
る
は

ず
で
す
。
し
か
し
、
ご
ら
ん
の
よ
う

O

L

O O

「失
業
者
の
多
い
町
は

「
下
水
道
の
完
備
し
て
な
い
町

の
答
申
に
よ
り
、
昭
和
四
十
四
年
の

同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
が
制
定

さ
れ
ま
し
た
。
同
和
問
題
の
解
決
は
、

国
の
責
任
で
あ
る
と
同
時
に
、
全
国

民
が
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
課
題

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
行

政
の
賀
任
に
お
い
て
解
決
へ
の
努
力

が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

む
し
ろ
こ
の
筆
者
は
、
あ
な
た
の
差

別
市
政
を
正
直
に
、
あ
り
の
ま
ま
に

書

い
た
と
き
、
ぇ
思
え
る
位
で
、
ほ
ん

と
う
の
差
別
者
は
市
長
さ
ん
、
あ
な

た
で
す
」

「
、え

っ
、
と
ん
で
も
な
い
。
わ
た

し
が
差
別
者
だ
な
ん
て
」

「あ
な
た
の
個
人
の
主
観
的
な
差

別
性
を
と
や
か
く
い
い
に
来
た
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
行
政
の
執
行
者
で

あ
る
市
長
と
し
て
、
つ
ま
り
、
あ
な

た
が
預
か

っ
て
い
る
京
都
市
政
が
部

落
差
別
を
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る
の
で
す
」

「市
の
行
政
が
差
別
し
て
い
る
?

絶
対
公
平
に
サ
ー
ビ
ス
し
て
い
ま
す

ト
品

」

「
そ
う
で
す
か
。
そ
れ
で
は
実
際

に
差
別
行
政
が
あ
る
か
な
い
か
、
具

体
的
に
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

部
長
、
教
育
長
、
警
察
署
長
そ
れ
に

消
防
長
を
集
め
て
く
だ
さ
い

」

「消
防
長
も
呼
ぶ
の
で
す
か
・

」

会
議
室
の
中
央
の
テ
ー
ブ
ル
に
京

都
市
の
白
地
図
が
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

「
そ
れ
で
は
、
こ
れ
か
ら
申
し
上

げ
る
事
柄
が
あ
て
は
ま
る
町
や
地
域

を
赤
丸
で
囲
ん
で
く
だ
さ
い

」 

L 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
みんなでなくそう部落差別

MUS04
テキストボックス
同和問題についてなぜ誤った見方考え方をするようになったのか
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横瀬地区
J
 

前
一
ペ
ー
ジ
よ
ワ

に
部
落
は
放
置
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

多
く
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
町
や
区

域
に
こ
そ
、
何
を
お
い
て
も

一
番
先

に
サ
ー
ビ
ス
を
す
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
れ
が
ほ
ん
と
う
の
公

平
、
平
等
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」

〈差
別
と
は
何
か
〉

「
市
長
さ
ん
、
あ
な
た
が
た
は
、

差
別
と
い
え
ば
口
や
手
ま
ね
で
人
間

を
見
下
げ
た
り
、
さ
げ
す
む
こ
と
だ

と
思
っ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
こ
う
し
て
市
の
行
政
は
、

部
落
を
素
通
り
し
て
い
る
の
で
す
。

そ
の
た
め
、
部
孫
の
人
々
は
人
間
と

し
て
の
幸
福
と
市
民
と
し
て
の
権
利

が
奪
わ
れ
て
き
た
の
で
す
。
そ
れ
が

差
別
な
の
で
す
。
差
別
の
現
実
、
つ

ま
り
差
別
の
笑
態
と
し
て
よ
く
分
か

っ
て
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
」

市
長
を
は
じ
め
市
の
関
係
者
は
深

々
と
頭
を
下
げ
ま
し
た
。

こ
の
オ
|
ル
ロ
マ
ン
ス
事
件
を
き

っ
か
け
に
、

解
放
運
動
は
よ
り
具
体

化
し
、
こ
の
中
か
ら
解
放
理
論
が
さ

ら
に
発
展
し
、
行
政
の
方
て
も
、
こ

れ
に
よ
っ
て
行
政
の
進
め
方
を
学
び

取
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

地
域
の
連
帯
を
深
め
よ
う


入
院
山
中
者
へ
の
慰
問
に
全
面
的
な
協

力
を
す
る
な
ど
し
て
、
背
少
年
の
健

全
育
成
に
も
カ
を
入
れ
て
行
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

の
区
長
杯
大
会
を
開
催
し
て
、
区
民

の
親
ぼ
く
を
図
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
事
業
計
画
は
.
前
川
子
供

会
が
毎
年
行
っ
て
い
る
、
勝
浦
病
院

暖
房
器
具
を

じ
よ
う
ず
に
使
い
ま
し
ょ
う

コ
タ
ツ
の
下
に
�
 

ト
を
敷
く
と

7

y

査
に
逃
げ
る
熱
を
防
ぎ
、
ム
ダ
が
省

け
ま
す
。

み
ん
な
で
行
い
、

地
域
の
述
僚
を
深

め
よ
う
と
、
地
域
く
る
み
で
ふ
る
さ

と
を
考
え
る
目
、
ま
た
背
少
年
の
健

全
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
以

下
そ
の
実
践
活
動
を
報
告
し
ま
す
。
�
 

① 

か
せ
山
お
早
ょ
う
会
ガ
発
足

こ
れ
は
中
山
、
横
瀬
両
区
が
合
同

で
結
成
し
た
も
の
で
、
毎
朝
六
時
か

ら
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
体
操
な
ど
を
行
い

健
康
、
美
容
、
人
と
の
ふ
れ
合
い
の

一
助
と
す
る
も
の
で
す
。
�
 

映
画
会
の
開
催

② 

l

私
た
ち
の
横
瀬
地

り
の
コ
�
 
ス
も
あ
り
ま
す
。

区
は
、
昨
年
前
川
の

秋
楽
山
に
固
か
ら
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
公
閣

の
指
定
を
受
け
、
区

民
全
貝
が
参
加
し
て

事
業
に
活
工
、
昨
年

三
月
に
完
成
し
ま
し

た

こ
の
公
園
は
車
で


頂
上
ま
で
登
れ
横
瀬
、


立
川
は
も
ち
ろ
ん
、


各
町
内
が
ほ
と
ん
ど


展
望
で
き
る
自
然
に


恵
ま
れ
た
場
所
で
、


四
国
八
十
八
か
所
巡


繍
瀬
地
区
も
朝
夕
の
あ
い
さ
つ
は

~
 

子
供
も
交
え
交
通
安
全
を
テ
!
?

と
し
て
開
催
。
多
数
の
参
加
を
得
て

大
変
有
意
義
で
し
た
。

ふ
る
さ
と
づ
く
り

自
然
を
大
切
に
し
潔
境
を
よ
く
す

る
と
い
う
意
味
で
、
各
家
庭
を
数
班

に
分
け
て
収
本
川
堤
防
の
草
刈
り
と

ど
ぶ
さ
ら
え
、
ま
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
公
園
の
消
掃
を
年
中
行
事
と
し
て

年
数
回
笑
施
し
て
い
ま
す
。

不
法
駐
車
一
掃
運
動

中
央
商
庖
街
、
交
通
安
全
協
会
、

区
が

一
体
と
な
り
、
買
い
物
客
な
ど

に
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
、
関
係
者

の
協
力
を
得
て
、
駐
車
場
を
三
か
所

計
画
し
昨
年
末
に
こ
か
所
が
完
成
し

ま
し
た
。

区
民
の
親
ぼ
く

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

吸
い
が
ろ
は

mJ9消
し
て
か
ろ

灰
皿
に

用
犬?同宣同(，I()

{¥ 

『¥

一飼い犬は必ず

つないで下さい一 有主

iHdi永) ~t:f ~ 

③⑤ ③ 

缶峨iriCIean

時からジョキングをするかせ山台早ょう会6車月

さト


節分 2月� 3日

成犬 300円� 
'かちょっとした心つ� 

いも味のうち� 

小犬 100円 ぷ35t
 
日本専売公祉

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
ふるさとを考える日横瀬地区地域の連帯を深めよう

MUS04
テキストボックス
四電だより
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し
たヒ

今|
年ル
初被
め離
て の
の� l時
か� j明� 

栽り
培ま(無加j星) 農


7こと
はな

管
理
基
準
を
参
考
に
し
て
管
理
に
当

た
っ
て
く
だ
さ
い
。

か
ん
水

天
気
の
よ
い
午
前
中
に

K
化
成

l 行
い
ま
す
。

芽
か
き
、
嫡
葉

三

多
く
を
残
さ
な
い

。
古
い
築
は
早
〈

J

除
き
、
新
し
い
繋
が
出
や
す
く
す
る


と
共
に
病
気
の
発
生
源
に
な
ら
な
い


よ
う
に
し
ま
す
。

i
四
芽
と
し
N


わたしの
児く 

も花 


d
fk
r

r=t
HP2.

，、
�
 

z
 

〈川柳〉

摘
果

樹
勢
を
見
な
が
ら
摘
果
数


を
決
め
て
く
だ
さ
い

。

防
寒

花
宮
の
直
径
五
H
J

位
の
と


き
外
業
を
結
束
す
る
か
、
外
業
を
二
 

三
枚
折
り
込
ん
で
く
だ
さ
い

。


か
ん
水

乾
燥
し
て
い
る
と
き
は


夫
気
の
よ
い
午
前
中
に
行
い

ま
す
。


追
肥

花
習
が
見
え
始
め
た
こ
ろ


に
最
終
の
追
肥
を
行
い
ま
す
。
�
 (


二
十
�
 /
十
イ
当
た
り

)

病
害
虫
防
除

べ
と
病
、
虫
…
宛
病

の
予
防
に
ダ
イ
セ
ン
‘
ダ
イ
フ
ァ
、

銅
剤
を
散
布
し
ま
す
。
�
 

作


¥) 


のより何�  
'!eそと
のな

せ
し
て
無
効
茎
の
分
け
つ
を
抑
え
る
。

遅
れ
た
も
の
を
除
く
。

に
七
l
八
本
の
茎
を
残
し
て
発
育
の

土
寄
せ

無
効
茎
め
除
去
後
土
寄

無
効
茎
の
除
去

t反

司王

谷

品� 

わ を
が活
子け
もた
は，、

今
月
下
旬
ご
ろ

ゲ〉日

て グ〉

ハゆ

ス と

…一
さ 次

回
は
俳
句
、

そ
の
次
は
短
献
と
交
代
�
 
…
�
 

に
の
せ
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
投
句
く
尼
�
 
…

J

。

償� 

I車五

稼
拐、

者E 

…
#

Mm
N

K

J

¥ー

ま
た
株
の
茎
と
益
の
仰
に
よ
を
入
れ

株
を
十
分
は
ら
す
。

追
肥
�
 

化
成
二
十
�
 を
施
用

し
て
く
だ
さ
い

。

(
以
前
に
追
肥
を

行
っ
て
い
る
場
合
は
減
ら
す

)

か
ん
水

乾
燥
す
れ
ば
か
ん
水
を

行
い
ま
す

さ
り
げ
な
い
好
意
が
胸
に
住
み
は
じ

め附
組
立
て
て
つ
い
方
言
が
出
て
し
ま
い

償

制

中

国

万

里

円
相
告
に
振
り
廻
わ
さ
れ

て
い
る
貧
乏

そ
こ
ま
て
は
同
じ
で
あ

っ
た
立
志
伝

生

名

丸

山

香

月


雨
の
立
日
間
附
い
て
二
度
寝
を
し
て
終
い


ふ
と
こ
ろ
手
解
い
て
話
に
熱
が
入
り


テ
レ
ヒ
に
も
あ
き
て
き
め
込
む
寝
正


月
仏
壇
に
�
 が
か
く
し
た
お
年
玉


沼

江

大

間

小

校

ゲ
ー
ト
ポ
ー
ル
熱
伝
ー
と

呂
、
つ
お
歳
頃

使
い
道
決
め
て
た
夢
の
ジ
ャ
ン
ボ
く

い」ク
ニ
ャ
ン
の
恋
に
鎖
国
と
は
苛
酪

ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ア
フ
カ
ン
地
球
冷
、
え

て
行
く

歳
時
記

針

供

養

二
月
八
日
は
針
供
養
。

こ
の
日
は
、

裁
縫
を
し
な
い
で
針
を
休
め
、
使
っ

て
折
れ
た
針
を
集
め
て
供
養
す
る
日

で
す
。

針
供
養
の
行
事
は
、
土
地
に
よ

っ

て
さ
ま
さ
ま
で
す
が
、
折
れ
た
針
を

豆
腐
や
コ

ン
ニ
ャ
ク
、
モ
チ
な
ど
に

刺
し
て
供
叫
賞
し
た
り
、
古
い
針
を
集

め
て
お
い
て
紙
に
包
ん
で
神
社
に
納

め
た
り
し
ま
す
。

こ
う
し
て
、
裁
縫

や
手
芸
の
上
達
を
祈
る
の
で
す
。

針
供
養
と
い
え
ば
、
淡
島
神
社
。

針
の
神
と
い
わ
れ
る
婆
利
塞
女
(
は

り
さ
い
に
よ
)
を
鉱
山
る
和
歌
山
市
加

太
町
の
淡
島
神
社
を
本
社
と
し
て
各

地
に
あ
り
ま
す
。
関
東
で
は
、
東
京

の
浅
草
寺
境
内
に
あ
る
淡
島
堂

(神

社
)
が
有
名
で
、
毎
年
、

一
万
人
近

く
の
人
か
針
を
持
ち
谷
る
そ
う
で
す
。

一
方
、
あ
る
和
裁
学
院
で
は
、

三


十
セ
ン
チ
四
方
の
豆
腐
を
い
く
つ
も


用
意
し
て
、
こ
れ
に
学
生
た
ち
が
針


を
刺
し
て
供
養
す
る
そ
う
で
、
こ
の


日
は
授
業
は
休
み
と
い
う
こ
と
で
す
。


そ
れ
に
し
て
も
、
い
ま
、
小
学
校

て
は
五
年
生
か
ら
男
女

一
緒
に
針
を

持
つ
の
に
、
相
変
わ
ら
ず
針
供
養
は

女
の
行
事
。
淡
�
 神
社
を
訪
れ
る
の

は
ほ
と
ん
ど
が
女
性
で
、
男
性
は
二
、

三
十
人
に
一
人
の
割
合
、
と
は
点
京
・

浅
草
寺
で
の
話
で
す
。

h
M

貯
蔵
管
理
と
出
荷

腐
敗
泉
の
点
検
、
組
湿
度
管
埋
と

換
気
を
行
い
ま
す
。
出
荷
は
庭
先
逃

別
を
厳
選
し
て
く
だ
さ
い
。

土
づ
く
り

一
番
苦
手
な
作
業
で
す
が
安
定
生

産
す
る
た
め
の
重
要
な
作
業
で
す
。

近
年
、
特
に
土
援
は
老
化
の
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
計
画
的
に
深
耕
を
行

い
有
機
物
、
堆
厩
肥
、
土
壌
改
良
剤

な
ど
を
施
用
し
て
改
良
に
当
た
っ
て

く
だ
さ
い
。

改
備
準
備

簡
略
し
た
他
え
付
け
は
初
期
の
生

育
も
慈
〈
後
身
ま
で
彩
棚
押
し
ま
す
。

前
月
に
引
き
続
き
、
組
穴
の
準
備
は

今
日
中
に
完
了
す
る
よ
う
努
め
て
く

だ
さ
い
。

春
肥
の
施
周

春
肥
の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
下

旬
か
ら
三
月
に
か
け
て
施
肥
基
準
を

参
考
に
し
て
地
し
て
く
だ
さ
い

。

坂

本

畠

田

久

恵

被
打
ち
の
同
病
問
じ
治
療
受
け

ア
ル
バ
ム
の
余
白
を
山地
め
る
孫
品
目
孫

枯
れ
松
の
残
骸
山
を
寒
う
し
て

坂

本

日

浦

翠

峰

紛
の
首
小
判
吊
り
た
い
年
の
孫

駅
伝
が
終
り
て
容
が
つ
い
そ
こ
に

も
み
く
ち
ゃ
に
さ
れ
て
戻

っ
た
え
び

す
市
�
 

-
出
一
お
は
包
司
七
日
ぎ
で
に

三
句
ハ
ガ
キ
で

一
送
り
先

勝
浦
町
三
渓

稼
強
一
広
夫
さ
ん
(
判部
阜
県
)
ま
で

一

町
内
在
住
の
か
疋
に
限
り
ま
す
。
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わたしの作品
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B
C
G

の 

ル
の
福
祉
に
欠
け
る
人
々
の

ネ
パ 

、

-::;;;: ~ 

善

意

~
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た 

片

山

矯

吉

さ

ん 
(
横

瀬 

)

高
田
市
内
治
さ
ん 

(
星

谷 

)

花

岡

松

枝

さ

ん 

(
中

角 

)

向

井

正

さ

ん

(

中

山 

)

板

東

宏

き

ん 

(
与
川
内 
)

中

西

昭

文

き

ん

(

坂

本

)

戸
田
伊
太
郎
さ
ん
(
坂
本
)

谷

脇

隆

雄

さ

ん 

(
黒

岩 

)

中

国

長

官
さ
ん
(
棚
野
)

以
上
の
か
た
か
ら
、
問
普
窓
銀
行

に
普
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
心
か

ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

市
制
持
て
川
引
む


老
人
会
、
母
子
福
祉
会
、
棚
野
婦

J

人
会
ほ
か
多
数
の
か
た
が
収
集
し
た

切
手
が
、
な
ん
と 

二
十
二
万
九
千

四
百
枚
。
社
協
事
務
局
に
持
ち
込
ま

れ
ま
し
た
。

社
協
で
は
さ

っ
そ
く
十
二
月
二
十

三
日
に
日
本
赤
十
字
社
徳
島
支
部
ま

で
送
付
し
ま
し
た
。

こ
の
古
切
手
は
、
日
本
キ
リ
ス
ト

教
海
外
医
療
協
会
を
経
由
し
て
イ
ギ

リ
ス
に
送
ら
れ
、
切
手
マ
ニ
ア
に
売

却
換
金

(
三
百 
1
四
百
枚
で

一
人
分

注
射
液
が
購
入
で
き
る
。)

こ
れ
を
結
核
予
防
注
射
液
に
代
、
え
て
、

保
健
と
健
康
に
充
当
さ
れ
ま
す
。

皆
織
の
善
意
が
世
界
の
福
祉
と
親

普
に
大
き
く
役
立

っ
て
い
る
こ
と
を

ご
報
告
し
、
こ
の
集
収
と
ご
奉
仕
く

だ
さ
っ
た
皆
機
が
た
に
心
か
ら
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

，
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

「
み
ん
な
で
明
る
い
お
正
月
を
迎

え
よ
う
」
を
合
い
言
葉
に
実
飽
き
れ

ま
し
た
こ
の
募
金
運
動
が
、
皆
様
が

た
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、

-v
予
期
以
上
の
成
巣
を
挙
げ
て
終
了
い

た
し
ま
し
た
。

こ
の
運
動
の
た
め
年
末
ご
多
忙
の


中
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
者
、


ま
た
物
心
開
聞
か
ら
ご
支
援
く
だ
さ


っ
た
数
多
く
の
か
た
が
た
に
厚
く
お


礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご


ざ
い
ま
し
た
。
 

勝浦町の

民話�  

...........。

③

馬
測
の
ド
ン
ガ
ン 
(カ
ッ
パ

い
つ
の
時
代
か
明
ら
か
で
な
い
が

富
重
地
区
に
伝
、
え
ら
れ
る
話
で
あ
る
。

横
瀬
の
前
川
に
北
日
長
者
が
建
立
し

た
と
い
う
、
明
楽
寺 

(出
品
背
山
神
社

別
当
)
が
あ
り
一

一肌
の
馬
が
飼
わ
れ

て
い
た
。

こ
の
馬
、
あ
る
年
の
回
植
え
の
こ

ろ
の
事
で
あ
っ
た
。
荒
田
引
も
終
り
、

坂
本
川
の
と
あ
る
測
の
ほ
と
り
に
か

い
ぱ
を
や
り
休
ま
せ
て
お
き
、
回
作

り
の
人
々
は
田
植
え
の
準
備
を
し
て

締
本
一
元
旦

レ
イ
子
)
長
男
浩

ご
結
婚
お
め
で
と
う

J

h

お
誕
生
お
め
で
と
う

JE 

l

!

与
川
内 

1
ー

一
時
)
長
女
洋

恐
れ
さ
せ
た
測
も
、
今
は
竣
俸
の
改

良
工
事
が
進
み
、
新
し
く
コ
ン
ク
リ

ー
ト
で
固
め
ら
れ
た
ブ
ロ

ッ
ク
が
積

ま
れ
、
昔
の
馬
測
の
様
子
を
見
る
こ

と
は
で
き
な
い
し
、
年
と
共
に
こ
の

事
を
知
る
人
も
少
な
く
な

っ
て
い
る
。

文

省

震

設

替

友

の

会

村
上
伊
三
郎

軟
声
フ
ラ
ブ
ガ

石
油
ス
ト
ー
ブ
贈
る

地
慣
瀬
老
人
憩
い
の
家

横
瀬
老
人
憩
い

の
家
に


歌
声
ク
ラ
ブ
(
代
表
者
構


図
義
昭
さ
ん 
)
か
ら
石
油


ス
ト
ー
ブ
が
贈
ら
れ
ま
し


た
。
さ

っ
そ
く
大
広
間
で
使

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ど
う
も
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

“あたたかくしてください"

場

所

福

祉

セ

ン
タ
ー
図
書
室

場

所

福

祉

セ

ン
タ
ー
和
室

二
月
九
日

(
火
)

二
月
二
十
三
日
(
火
)

時
間

い
た
が
、
そ
れ
も
終
っ
て
馬
の
所
に

来
て
見
る
と
馬
が
い
な
く
な
っ
て
い

る
の
で
大
騒
ぎ
に
な
り
、
八
方
手
を

つ
く
し
探
し
求
め
た
が
ど
こ
に
も
見

事
た
ら
な
く
、
そ
の
日
は
皆
仕
方
な

く
帰

っ
て
い
っ
た
が
、
次
の
日
の
事

で
あ

っ
た
。
測
の
底
に
沈
ん
で
い
る

馬
が
見
つ
け
ら
れ
、
多
勢
の
人
々
が

集
ま

っ
て
馬
は
引
き
上
げ
ら
れ
た
が
、

首
が
何
者
か
に
喰
い
切
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
事
が
あ
っ
て
か
ら
は
、
だ
れ

が
言
う
と
も
な
く
あ
の
測
に
は
大
き

な
ド
ン
ガ
ン
が
居
て
、
馬
で
も
牛
で

も
引
き
ず
り
込
ん
で
喰

っ
て
し
ま
う

と
言
わ
れ
、
測
に
近
よ
る
こ
と
を
人

々
は
避
け
る
よ
う
に
な
り
、
い
っ
と

も
な
く
馬
測
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
と
言
う
。

ま
た
こ
の
事
件
と
並

行
し
て
首
な
し
馬
が
川
面
を
か
け
ま

わ
り
、
近
づ
く
人
を
測
に
け
込
む
と

カ
，ド

ン
カ
ン
と
首
な
し
馬
で
人
々
を

社
会
総
合
大
学

思
絵
学
級


二
月
八
日
(
月
)


二
月
十
七
日
(
水
)


時
間

午
後
七
時 
1
午
後
九
時


習
字
学
級

l

i

1

1

1

午
後
七
時

1
午
後
九
時

子

棚 円買 星一 

谷

勝

谷

久山
保西

栄

一

京
子

や
お
く
や
み
申
し
ま
す

与
川
内

惜

別

瀬

坂

本

与
川
内

沼

江

板

東

図

一 

(
剖
歳 
)

田

村

裕

一
(
必
歳 
)

中
西
ア
ヲ
イ 

(
河
歳 
)

構

上

文

一 

(
創
歳 
)

松

下

元

次 

(
回
歳 
)

院
)
長
女
加
奈
子

瀬
花
棚
み
日
ト
)
長
女
稚
子

F

J

東

山

由

悲

聖

幸

代

長

男

佳

史

J
B

主

家

道

荘 

l
内 

恵
子
」 J

一二
女
真
由
美

町1

ふa 
fヨ「
ル

谷
脇

J

恒
雄

春
江
」 

長

男

除

志

て，刈 ド
いもン
る、ガ

今ン
でと
は首
プな
ロ L 
J馬
クて'

が知
横ら
まれ
れる

桂ト

-v
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胃集団検診日程表

健康づくり大会
に参加しよう

月 日 時 間 士易 所� 

2月13日仕)
1台� 

午前
8 :30-11:00 生比奈良協�  

2月15日(月)� 

2台

午前
8 :30-11:00 

午前
8 :30-11:00 

塁谷沢口長次郎�  
宅材質� 

勝浦�  JI汀 農 協 �  

2月16日(刈� 

2台

午前
8 :30-11:00 

午前�  
8 :30-11:00 

坂本 事業所�  

f交 場 裏� 

夜間毅急当番表� 百
日
咳
・
ジ
フ
テ
リ
ア

破
傷
風
三
種
混
合

と� 

i手

と
ニ
ろ

接
種
方
法

O O
第
一
一
期

第
二
期

該
当
者

予

防

接

種

二
月
二
十
四
日
(
水
)

午
後
一
時
三
十
分 
1
三
時

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

一
か
月
ご
と
に
三
回

一
一
期
の
接
種
後
十
二
か

月 
i
十
八
か
月
後
に
一

回
接
種

二
歳
か
ら
四
歳
未
満
の
子

で
該
当
者
に
は
通
知
し
ま
す
。

※

印

鑑

と
母
子
手
帳
を
ご
持
参
〈

だ
さ
い
。

業
改
良
普
及
所
と
の
共
催
で
健
康
づ

く
り
大
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

健
康
と
は 

ρ

毎

日
を
生
き
が
い
を

一
歳
六

健

康

も
っ
て
生
活
す
る

こ
れ
が
理
想
的
な

姿
で
す
。

H

と

き

と
こ
ろ

内

容

二
月
三
日
(
水 
)

午
前
九
時
三
十
分

1
午
後
三
時

と い時

治
療
を
要
す
る

病
気
が
あ
っ
た
り
、

仕
事
に
意
欲
が
わ

か
な
い
よ
う
で
は

健
康
と
は
い
え
ま

せ
ん
。

そ
こ
で
‘
町
で

は
こ
の
大
切
な
健

。期身

で体き
す
。精

必神
ず発
受達

一
一
月
十
九
日
(
金
)
一

午
後
一
時
三
十
分 

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

胃

集

団

検

診

早
期
が
ん
が
発
見
さ
れ
る
割
合
は
、

な
ん
ら
か
の
症
状
を
訴
え
て
病
院
に

く
る
外
来
患
者
よ
り
、

一
見
健
康
な

E
t
h
.

人
が
受
け
て
い
る
定
期
検
診
の
ほ
う

F

が
三
倍
も
多
く
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

、 
，
、週 .a
吾妻、
 

年
に
一
度
は
必
ず
検
診
を
受
け
ま
し

ょ、っ。
※
夕
食
後
は
何
も
食
べ
な
い
よ
う


に
し
、
検
査
日
は
絶
食
と
し
て
く


だ
き
い
。


料

金

四

百

円 

康
に
つ
い
て
も
う
一
度
見
直
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
願

っ
て
、
農
協
、
脱

。
体
力
測
定
(
握
力
、
ゲ
ー
ト
ポ

ー
ル
)

。
記
念
講
演
「
カ
ン
に
つ
い
て
」

麻
植
共
同
病
院

田

村

博

副

院

長

。
体
験
発
表

。
健
康
相
談 

(
検
尿
、
食
品
川
、
血

液
型
、
栄
養
相
談
)

と
こ
ろ

骸
当
児

生
ま
れ
た
児 住

民
福
祉
セ
ン
タ
ー

昭
和
五
十
五
年
六
月
一
日

1
八
月
三
十
一
日
ま
で
に

血

圧

学

級

幼
児
ツ
べ

反

応

ル
ク
リ
ン

検

査

※
問
診
梁
と
母
子
手
帳
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

乳

児

健

康

診

査

と

き

と
ニ
ろ

骸
当
児 

二
月
二
十
六
日
(
金
)

午
後
一
時
三
十
分 
1
三
時

勝
浦
病
院

昭
和
五
十
六
年
八
月
一
日

1
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
児

前

と

き

二
月
八
日
(
月
)

午
後
一
時
三
十
分 
1
三
時

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

昭
和
五
十
五
年
一
月
一
日 

血
圧
の
高
い
状
態
が
長
く
続
く
と

動
脈
硬
化
を
う
な
が
し
、
脳
梗
塞
、

脳
出
血
の
危
険
も
高
く
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
正
し
い
管
理
が
必
要
で
す
。

該
当
す
る
か
た
は
ぜ
ひ
受
鱗
し
て
く

だ
さ
い
。

と
ニ
ろ

該
当
者 

i

と

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

皇、

に
生
ま
れ
た
子
と
四
歳
ま

で
に
受
け
て
い
な
い
子

料

金

無

料

。
二
月
十
日
(
水
)
午
後
一
時
三
十

と
こ
ろ

二
月
十
七
日 
(
水 
)

午
前
九
時 
1
午
後
三
時

住
民
福
祉
セ
ン
タ

内

容O
検
尿

血

圧

測

定 

O

分
か
ら
三
時
ま
で
、
福
祉
セ
ン
タ

講
演

「高
血
圧
症
に
つ
い
て
」

ー
で
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
判
定
と

B
C
G

陰
性
者
に 

接
種
を
行
い
ま

す
。

※

母

子
手
帳
と
印
鑑
を
ご
持
参
〈

だ
さ
い
。

O

講

師

赤

岩

光

先

生

高
血
圧
食
に
つ
い
て
栄
養
指
導

講
師
能
仁
栄
養
士

高
血
圧
食
に
つ
い
て
は
、
笑
習
し

て
試
食
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

母
子
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

2月� 1日� J易� j支 医 |完 

3日

5日

⑦日

!日号 浦 病 院� 

赤 石山 医 ~完

勝� i甫 病 |究 

9日

o日

上勝 診療所�  

山 西 医 院� 

13日

15日

勝 浦 病 院� 

上!隊第� 2診 療 所 �  

17日 湯� j受 医 |涜 

19日

@日

23日

勝 浦 病 院

赤 石山 医 院� 

勝 浦 病 院� 

25日 上勝診療所�  

27日 山 西 医 院 月

説、か診と
しも
て に

i
Tご� 4匁
さな

三
時

く大�  
査旧.JLJ-平日 午後 6時~翌日午前 9時

・休日 午後 7時~翌日午前� 91侍

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
幼児ツベルクリン反応検査




